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１．緒　言

　大学設置基準では，大学の講義では「授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な
学修等を考慮」と規定されている。実際には予習時間，講義時間，復習時間を総計して 1 単位 45 時間とす
ることが一般的である。講義の後に試験が実施されるため，復習時間は学習効果を向上するために特に重要
である。教員は，学生の復習時間により充実した講義関連資料を学生に提供する事は学習効果を向上するた
めに重要なことと考える。
　大学の教育設備の充実と共に講義教室内への大型スクリーン，パソコン用のプロジェクターが設置され
た。これに伴い講義の形式も Microsoft 社の PowerPoint に代表されるプレゼンテーションソフトウェアを
多用する事が多くなってきた。さらにパソコンの高機能化により利用している画面自身をオンラインで収
集する事も可能になってきた。これは一般的に LRS（Lecture Recording System）と言われ，具体的な製
品としても種々開発され Camtasia Studio（Tech Smith Corp.），Accordent（Accordent Technologies），
Prof Cast（Humblet Daisy, Inc.），Tegrity（Tegrity, Inc.），Lectopia（Anystream Australia Pty Ltd.），
Content Author Presto（Sony Business Solutions Corp.）等が発売されている。
　我々は講義の動画撮影を行い，動画を蓄積して学生が自由に再生できるシステムを構築することを目的と
した。このシステムの現状，有用性，問題点を明確にするために google 社の提供するオンラインアプリケ
ーション，ウェッブサイトを利用しアンケートで有用性を検討する。
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査し，動画データの存在，使いやすかったか，講義復習に有用であったかなどの 14 項目とした。アンケートの
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２．対象および方法

　2003 年度から 2009 年度まで本学医学部 1 年生を対象にした物理学関係の講義を撮影した。年間の講義数
は 14 回であった。さらに，学部 1 年生での物理学関係の講義を対象とし，全学生にビデオ動画の配信に関
するアンケート調査を行った。
１）講義の録画：
　講義の音声と画像は近年発達の著しい動画ファイル形式とした。実際には半導体記憶装置を利用した動
画撮影可能のデジタルカメラ（Sanyo Xacti）を利用した。手のひらサイズのデジタルカメラで撮影を行い，
撮影終了と同時に MP4 の動画ファイルが作成される。撮影後は直ちに学生が自由に読み出せるサーバへ転
送した。
２）動画資料の作成：
　講義の文書資料はファイル形式のため簡単に学生個人に配布できた。動画ファイルは 55 分の講義で約
60MB の容量となった（図１）。当初サーバの容量の制限により半期分（14 回分）の動画ファイルまで保存
可能であった。
３）ビデオ動画の配信に関するアンケート調査：
　アンケートの質問事項は，動画データの存在，使いやすかったか，講義復習に有用であったかなどの 14
項目とした。その他に今後の動画の利用方法など自由記述とした（表１）。アンケートの実施方法は，ネッ
トワークを利用したウェブ形式とした。アンケート画面の作成は google フォームにより作成した。順次質
問を作成し，選択回答式，自由記述式回答，4 段階式回答などを組み合わせた。その後，google サイトとし

図１．撮影画像例
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表１．アンケート画面
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て大学内での閲覧許可とともに公開した。対象学生へは，当該サイトの URL を指定して閲覧，回答するよ
う指示を与えた。
４）アンケート結果の調査：
　回答はただちにエクセル形式の一覧表として集計した。結果はビデオをみた学生と見なかった学生に分け
て検討した。オンラインでアンケート調査したので，回答した時刻が明確に記録できた。これらを基に回答
日時などを調査した。

３．結　果

１）アンケート結果：
　回答総数は 85 件であった。これは全学生（694 人）の 11.5％にあたった。1・2 年生 245 人で検討すると
39 人（15.9%）であった。集計結果を図２に示すと同時に主要項目をまとめる。ビデオを見た学生は 9 件

（23.1%），見なかった学生は 30 件（76.9%）であった。

図２．アンケート結果
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　ビデオを見た学生の回答をまとめると，ビデオの20％以下しか見なかった学生が4割以上であった。逆に，
80％以上見ている学生も 3 割近くいることがわかった。
　1 回のビデオ再生の時間は 15 分以下が 45％ほどであった。ビデオの画質，音質は４段階中の 2.6（1: よい
～ 4：悪い）であった。
　見なおして良かったと答えた学生は 6（66.7%）人で，その内容は「聞きの逃してしたった部分を家でじ
っくり聴ける。」，「2 度聴くとより知識が深まる。」「復習に役立つ」であった。
　見なおして悪かった点については，いいえは 7 人（77.8%）であった。内容は「操作が面倒」「時間がかか
る」であった。
　今後講義のビデオを生かせる点については，いいえ 5 人（55.6%）であった。その内容は「国試対策」，「欠
席した場合」，「復習」であった。他の講義まで広げる必要性については，はい 5 人（55.6%）であった。
　ビデオを見なかった学生の回答についてまとめると，ビデオの存在を知っていたかについては，はい 14
人（46.7%），いいえ 15 人（50.0%），無回答 1 人（3.3%）であった。
　撮影の説明を理解できたかについては，いいえ 14 人（46.7%）であった。再生方法を知っていたかについ
ては，いいえ 21 人（70.0%）であった。復習に有効かについては，はい 24 人（80.0%）であった。
２）アンケート回答内容の調査
　オンラインでアンケート調査したので，回答した時刻が明確に記録できた。今回の調査を経時的，また回
答した時刻をまとめると，公開から 23 日間で 85 件の回答が得られた。なお 13 日を経過するとほとんど回
答がよせられなくなった。18 日目，20 日目に少し上昇したが，これは，春休み明けの開校時に再度上昇し
たためであった。23 日目を過ぎると回答は寄せられなくなった。
　一日の中での回答の寄せられた時刻は，日中が多かったが，20 時以降の夜間，午前 0 時からの深夜など
もいくつかの回答が寄せられていた（図３）。

４．考　察

　ICT（Information and Communications Technology）の発展により時間，場所にとらわれることなく教
材を提供できる e-learning が可能になってきた。通常 e-learning の教材は，自己学習を基準に考え，反復利
用や講義の復習にも利用できるよう詳細な検討の元に作成されている。つまり，教材作成には多大な時間，
費用，機材が不可欠である（岡ら，1991．武田ら，2007）。著者らのシステムは，講義自身を教材と考え，
その簡便な動画撮影方法を提案すると共に，撮影データを加工，編集することなく，直ちにネットワーク内
に配信するシステムを構築した。
　本システムを利用すると学生からは肯定的な意見と，繰り返し再生を行っても講義内容が一向に理解でき
ないという意見も受けた。さらに，他の教員へビデオの撮影を希望する学生もいた。いずれの場合にも講義
復習のための重要な資料であることが明らかになった。
　このような経緯で作成した講義のビデオであるが，内容の確認のために自身の講義を再生している際，講
義進行のスキルに関する幾つかの問題点を見出す事ができた。これらは，講義を行う時の姿勢，資料指示の
方法，発語の明瞭化などが含まれていた。この動画情報は，学生に配信するのみでなく，教員自身の自己評
価にも使える可能性が示唆された。学生からは肯定的な意見と否定的な意見もみられたが，このシステムの
学内への普及により発展性のある復習法であると考えられた。
　次にアンケート方法に関しては，オンラインアンケートは，通常の紙媒体のものに比べ，作業に携わる人
材を減らすことができ，効率的で情報の齟齬が発生しにくいシステムといえる。実際に利用すると，アンケ

日本大学FD研究　第1号　45－52　2013

─ 49 ─



ート入力段階で，誤字や変換間違えが含まれることがあった。加えて，誤ってアンケート入力途中で送信し
てしまう事例が数件発生した。また，昨今の携帯電話によるネットワーク利用が多いために，小型ディスプ
レーを考慮した画面構成をおこなわなければならない事もある。加えて，日本語コードの問題により表示に
問題が生じる場合があった。
　Medical University of South Caroline（MUSC）では，2009 年秋パイロットテスト後，1 年にわたり選択
テストを行った。大学は Tegrity という Web Base の記録システムを採用した。LRS として大学で利用す
るときの競合する情報が発表されている（Bacro et al., 2010）。いくつかの例では LRS の設置は，学生の成
績に負のインパクトを与えたと示されている。他のケースでは中立か多少効果ありのインパクトであった。
　2008 年 Fernands らは，Lectopia（University of West Australia で開発された Tegrity に似たシステム）
を利用して，実講義への出席をせず，LSR により学習を行った場合には，試験結果，最終評価が低く評価
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図３．アンケート回答の時間経過
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された事により，オフライン講義は実講義の代替としてふさわしくないという結論の報告をした（Fernandes 
et al., 2008）。2009 年 McNulty らは記録された医学講義についてのデータを発表した。ビデオを視聴した多
くの学生は試験の学習に対して有用であることを示したが，録画講義にアクセスする学生は有意に試験結果
が低いことも示された（McNulty et al., 2009）。同様に，2009 年 Lovell と Plantegenest は基礎科学コンテ
ンツの学習には講義記録は重要なコンポーネントであることを報告した。回答の 84％は講義記録は実講義
と比較して少し効果的またはより効果的であると報告した（Lovell and Plantegenest, 2009）。
　今までの LRS を利用した研究では，学生の LRS 利用方法についての調査が主であり成績について十分に
焦点を合わせていない（Dev et al., 2000, Nieder and Nagy, 2002, Gosper et al., 2008, Craig et al., 2009, von 
Konsky et al., 2009）。いくつかの傾向は，教員は LRS の利用が実講義への出席減少に関連しないように思
われる事を示している（Dev et al., 2000, Gosper et al., 2008, Craig et al., 2009, von Konsky et al., 2009）。一
般的に，学生は利用できるならば LRS の利用を希望する傾向にある。最大の興味は特定の期間中またはセ
メスター中に特定の利用パターンがあるということである。つまり，何人かの学生は全く LRS を使用して
いない。他の学生は中程度，通常は LRS の増加は期間中間または最終試験のときに多くなると何人かの著
者は指摘している。つまり，これらの利用パターンは学習スタイルの広がりや学生の個々の好みを考慮して
種々の学習モードに対応した実講義と資料を供給する必要があると指摘した。
　これらの研究は講義に用いられるパソコンの画面の記録が中心であり，実際の講義環境，教員の姿勢，動
作などは記録する事が出来ない。講義全体をビデオなどで撮影する方法は明確な報告は少ないが多く試行さ
れていると考える。ただし，この手法では撮影後のテープの扱い，編集，公開の方法，管理など多大な資源，
費用が必要な事が実施を妨げてる点であると推論できる。近年，デジタル技術の発展と共に，動画の撮影に
関してもテープを用いない半導体メモリーを利用する方法が徐々に進んでいる。この方法では，撮影画面情
報が一つのデータファイルとして扱える。さらに，動画データの共通形式も徐々に決まりつつある。動画デ
ータであるから，そのデータ量は巨大になってしまう。これは，パソコンの記憶容量の増大とネットワーク
の高速化により問題なく取扱出来るようになってきた。
　ビデオテープにより講義を撮影し，講義技術の改善に利用する研究が行われてきた。Foley らは，ビデオ
テープによる講義の撮影，板書へのフィードバックなどであり，トレーニングに参加することにより講義
スキルの向上が認められると同時に他の講義に対してもトレーニングの必要性を求めることとなった。さ
らに，教員の自己評価法への開発に向かった（Foley R et al., 1976）。Kleff er らは，VISIT（Videotaping 
Instruction for Self-Assessment of Instructional Technique）として 10 年以上にわたり実施された。これに
より講義後に内容のピンポイントの評価をすることが可能となった（Kleff er et al, 1985）。これらの研究は
講義を行うにあたり自己評価が極めて重要であることを示した。しかし，実施に関しては多大な資源，労力
が必要であり継続することがはなはだ困難であったことが示唆された。われわれは，ビデオテープを使用し
ない，簡便な講義撮影法を提案した。収録したデータもデジタルデータであり，保存，蓄積，配信は容易で
あった。取り扱い方法を厳密にすればデータの安全性も保たれ，外部への流出，本人以外への漏洩も防げた。
つまり，本人による本人のみの評価を行うことが可能となった。

５．結　論

　学生講義を動画撮影し，配信，蓄積する簡便なシステムを構築した。このシステムの有用性を検討し，講
義の復習に対して有効であることを見出した。さらに，この動画は教員自身の自己評価にも応用可能である
ことを明らかにした。
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